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子どもが自分のいのちと体について関心を持ち、病気
や治療について自分の症状を医療者に確かに伝える力を
身につけることの大切さを広く伝えたいと、2015年10
月、当センターに教育関係者をメンバーにした「子ども
の診られる力を育てるプロジェクト」を設置しました。
プロジェクトでは子どもたちがどのように医療者と関

わるのか、医療者もまたどのように信頼関係を構築すべ
きかについて、研究協議を行ってまいりました。「いの
ちとからだの１０カ条」（NPO法人ささえあい医療人権センター

COML発行）を具現化した授業計画の提案、小学生・中学生
との公開授業、小学校低学年・高学年、中学生を対象と
した「アンケート調査」の実施、さらに昨年４月札幌で
シンポジウムを開催し、模擬授業での課題提起や医療者

と学校の養護教諭などとの研究協議を行いました。
このフォーラムでは、アンケート調査の分析から明ら

かになった「子どもが求める医療者」について、どのよ
うに受け止めて臨床の場に活かすか、さらに授業を含め
た学校への働きかけにどのように取り組むことが出来る
のかをテーマにグループワークを行います。まとめのパ
ネルディスカッションでは、今後この事業を推進するに
はどのようにしたらよいのかについてアイディアをいた
だきたいと考えております。
「子どもの診られる力を育てる」という新たな取組み

について、ご理解と関心のある方々の参加をお待ちして
おります。

子どもの診られる力を育てる
札幌フォーラム２０１７のご案内

 日 時：2017年10月7日（土） 13時30分～17時

 会 場：北海道自治労会館 第4会議室
〒060-080６ 札幌市北区北６条西７丁目５－３

 参加費：無料

■ 申込方法

電話あるいはメールのどちらかより、必ず

以下3点を明記の上ご連絡ください。

①氏名

②所属

③連絡先（電話番号またはE-mailアドレス）

-申込締切-

平成２９年 １０月３日（火）

■ 申込み・問い合わせ先

北海道家庭医療学センター

事務局（担当：桑原）

TEL:011－374-1780

E-mail: info@hcfm.jp

HP:

http://www.hcfm.jp/mirareru_report.html

たくさんのご参加お待ちしております！



③パネルディスカッション

「子どもの診られる力を広く伝えるために私に、私たちに出来ることは何かを考える」
進行：北海道家庭医療学センター理事長 草場鉄周

参加者のそれぞれの立場で「子どもの診られる力」を育てるために、どのような取組が可能なのか
を考えます。パネリストは、参加者から指名、ご協力をお願いします！

①グループワーク１

「子どものかしこく診られるためのアンケート調査から見える求められる医療者の
あり方を考える」

司会：プロジェクトリーダー 鳥居一頼

秋田県内A市で同一地域の小学校2校、中学校1校の子どもたちのアンケート調査結果分析を元に、
発達段階の違いから見えてくる意識の違いや態度の変化を読み解く。

②グループワーク２

「診られる力を身につけるために、どのように学校や保護者に働きかけるのかを考える」
司会：北海道家庭医療学センター・栄町ファミリークリニック 院長 中川貴史

学校での保健指導の中には「診られる力を育てる」という内容はない。子どもが「いのちと病
気」を体験的に学び考えるために、医療者、教師そして保護者への問題提起のあり方を協議する。
授業づくりやPTAでの講演など、知恵を絞りたい。

プログラム
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